










（  続紙  １  ）  

















新しい方法論の構築を主目的としていることを述べている。   
 第２章では、ディスクブレーキ構想設計におけるブレーキ鳴き発生を抑制するため






























































（続紙 ２ ） 
 
氏 名 松 島 徹  
（論文審査の結果の要旨） 
 本論文は、ブレーキ鳴き発生を抑制することでブレーキ鳴きを低減するディスクブレ
ーキ設計法の確立を目標に研究した成果についてまとめたものであり、得られた主な成
果は次のとおりである。 
 １．ディスクブレーキ構想設計において、ブレーキ鳴き発生を抑制するための設計法
を提案した。構想設計で検討される諸元および特性とブレーキ鳴き性能を関連付けるブ
レーキ鳴き解析簡易モデルを構築し、実験検証により簡易モデルの妥当性を示した。
構築した簡易モデルにより、不確定因子である摩擦係数と接触剛性の変動とブレーキ
鳴き発生の関連から、ブレーキ鳴きの現象と発生メカニズムを解明し、ブレーキ鳴き
発生抑制のための設計指針を提供可能とする新しい設計評価尺度を提案した。さらに、
設計例により提案した設計法の妥当性と有効性を示した。 
２．ディスクブレーキ構想設計において、不確定因子の変動により発生するブレーキ
鳴きを抑制し、ブレーキ性能との両立を可能とする最適設計法を構築した。不確定因子
であるディスク・パッド間の摩擦係数、接触剛性、接触剛性分布の変動を考慮した簡易
モデルを構築し、その接触剛性分布の変動パラメータとして、新たに接触剛性変化勾配
係数を提案した。ブレーキの性能向上と鳴き抑制の両立を図るため、ブレーキ鳴きの抑
制を制約条件にパッド中心角の最大化を目的関数とした最適設計法を構築した。この最
適設計法により得られた最適解を実験により検証し、構築した最適設計法の妥当性を示
した。  
３．ディスクブレーキの詳細設計において、ブレーキ鳴き発生を抑制するための部品
間接触剛性の最適設計法を構築した。すなわち、部品間の面接触による接触剛性を分
布ばねで表現し、ばねの複素固有値の実部に対する感度から最適な接触面形状を求め
る方法として高感度部位削除法を提案した。そして、ディスク・パッド間の接触面形
状の設計に適用した数値例により、提案する手法の有用性を示した。 
４．ブレーキの鳴き低減と冷却性能向上の両立を目指したディスクフィン部のトポ
ロジー最適設計法に基づくディスクブレーキの構成部品設計法を提案した。すなわ
ち、ブレーキ鳴き低減と冷却性能向上を、ディスクの固有振動数とフィン部からの放
熱量の同時最大化として取り扱い、加えてフィンを等断面とする製造要件を考慮した
最適設計法を構築した。ディスクの固有振動数と冷却性能の最大化は相反関係にある
が、提案した最適設計法を用いることで、ブレーキの鳴き性能低下を極力抑え、冷却
性能を大幅に向上させる設計が可能であることを示した。 
 以上のように本論文は、ディスクブレーキ設計において、ブレーキ鳴きを抑制する方
法論を構築し、実験検証により妥当性を、設計例、数値例により有効性を示しており、
学術上、実際上寄与するところが少なくない。よって、本論文は博士（工学）の学位論
文として価値あるものと認める。また、平成２９年２月２日、論文内容とそれに関連し
た事項について試問を行った結果、合格と認めた。 
 
